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震計は自己浮上方式の海底地震計（京大 IV 型）で直径 17 インチ（約 43 ㎝）ガラス球を使
用し、その中に２Hｚ地震計 3 成分、アンプ、16 ビットＡ⁄Ｄ変換器、リチウム電池等をコ































































荷重（トン） 加圧時出力(mV) 減圧時出力(mV) 荷重（トン） 加圧時出力(mV) 減圧時出力(mV) 
1.0 57 48 22.5 1143 1116 
2.0 106 99 25.0 1269 1238 
3.0 156 145 27.5 1395 1362 
4.0 206 196 30.0 1520 1484 
5.0 255 245 32.5 1643 1616 
7.5 382 364 35.0 1768 1741 
10.0 510 491 37.5 1894 1865 
12.5 634 616 40.0 2021 1992 
15.0 762 744 42.5 2144 2115 
17.5 890 868 45.0 2272 2244 















































    










































耐圧容器の外径をｒ2 、内径をｒ１、半径方向の圧力をσr 、接線方向の圧力をσt とす
ると、距離 r における圧力は以下のように表される。（Ｐは水圧） 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ひずみ１ ひずみ２ 応力 
0 -2 1 0 0 0 0 0.000% 0.000% 0 
-53 79 -192 -52 91 -236 -78 0.019% 0.024% 133 
-107 165 -401 -115 177 -443 -161 0.040% 0.044% 268 
-82 122 -301 -88 137 -345 -129 0.030% 0.035% 205 
-110 166 -412 -118 181 -456 -165 0.041% 0.046% 275 
-154 234 -577 -165 244 -616 -222 0.058% 0.062% 385 
-205 307 -772 -226 314 -801 -289 0.077% 0.080% 513 
-256 379 -967 -285 379 -980 -351 0.097% 0.098% 640 
-302 443 -1140 -339 438 -1143 -405 0.114% 0.114% 755 
-357 514 -1342 -400 504 -1328 -466 0.134% 0.133% 893 
-407 583 -1529 -451 567 -1504 -519 0.153% 0.150% 1018 
-457 648 -1712 -505 627 -1675 -572 0.171% 0.168% 1143 



















































=σ       (2) 
耐圧容器が殻構造(薄肉厚)であり、強度として圧縮破壊強度σrのみを考えるとすれば、 










アルミ A7075-T6 耐力 56 について、試験を行った。深さなどを以下のように考えると、 
水圧 P2 = 600 気圧（6000m）≒600kg/cm
2，球殻の半径ｒ= 240 mm ，肉厚 t = 14 mm の
場合、(3)式より 
耐力 σt = 240・600 /（2・14） 
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